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　（一次産品価格が高騰、先進国中銀にもタカ派的な発言が増加）先進国の金融政策を見ていると、ここにきてタカ派的な発言が目立ってきたように感じる。その背景を考えれば、(1)金融危機的がいちおう収束し、(2)景気も緩やかに回復路線を続けていること、さらに(3)過剰流動性が生み出す負の側面も無視できない状況になってきていることなどがあるだろう。
　（日銀金融政策）日銀にとっても米国6月のQE2が終了となり、コアCPIが11年度に入りプラスになってくれば、先行き・現状ともに景気認識を上方修正し、包括緩和の縮小を模索し始める可能性がある。大きな需給ギャップの存在と先行きの過剰マネーのリスクバランスをどう判断するのか、また技術的には８月のCPIの基準改定など、数年前に経験した「デフレ議論」が再燃する展開が予想される。

　（長期金利）今後発表される米経済指標を市場がどう受取るかが米長期金利の方向感を決め、日本の長期金利の方向感もそれに追随するだろう。やや長い目でみれば米長期金利は景気回復を背景に上昇と考えるが、QE２開始以降一度も大きな調整を経ておらず、弱い指標に反応しやすくなっている可能性がある。国内金融機関の金余りが国内市場を強力に下支えしていることから、当面1.2％を挟んだ展開が予想される。エジプトの騒乱がより緊迫化すれば、リスク回避姿勢が高まり、一時的に低下局面を迎えるだろう。
　（為替）最近は、ユーロ買い・ドル売りがドル安と捉えられて円の対ドルレートも強含んでおり、円にもドルにも強力な判断材料はあまり見当たらない。ユーロも見直し買い・反動の側面が強く、そろそろ打ち止め感があるため、次は米国への見方がどうなるかが重要になる。米国経済は足腰がまだ強くないため、楽観が修正されることも十分あり、その際は円高圧力が加わる。当面のレンジは80円～84円を予想する。



インフレの警戒姿勢は維持も、中期的な圧力は抑制、インフレ期待も安定と評価
　欧州中央銀行（ＥＣＢ）は3日に２月の政策理事会を開催した。事前観測のとおり、今回も政策金利は据え置き、資金供給や国債買い入れなどの非標準的手段についても新たな決定はなかった。

　今回、最も注目されたのは、消費者物価（ＣＰＩ）上昇率が、12月の2.2％から１月は2.4％に上昇し、ＥＣＢが安定的とみなす「２％以下でその近辺」の水準からの乖離幅が広がったことや、購買担当者指数（ＰＭＩ）や欧州委員会景況感指数などの主要なサーベイ調査で軒並み短期的なインフレ期待が上振れていることを受けて、インフレ警戒のトーンにどのような修正を加えるかであった。

一層の非標準的手段の収束を阻む周辺国
　トリシェ総裁は、従来から物価安定のための「金融政策（＝政策金利の変更）」と証券市場プログラム（ＳＭＰ）を通じた国債買い入れや固定金利・無制限の資金供給など金融政策の波及経路を改善するための「非標準的手段」は「連動しない」という立場を採っている。

　うちＳＭＰについては、ポルトガル、スペインの国債入札があった１月14日までの１週間は22億ユーロと昨年12月上旬以来の水準に膨らんだものの、直近１週間はゼロとなるなど大きくペースダウンしたことがわかっている
　現在、首脳レベルで協議を進めている欧州金融安定ファシリティー（ＥＦＳＦ）の拡充策として国債買い入れなどが行われるようになれば、ＥＣＢはＳＭＰを停止する、あるいは買い入れた国債を売却するなどの観測もあるが、トリシェ総裁は、今回の理事会ではこの問題については議論せず、ＳＭＰは「継続する」との見解を示すに留めた。
　資金供給については次回、３月３日の政策理事会で４～６月期の条件を決定する予定であり、金融政策変更の布石となるＥＣＢのスタッフ経済見通しにおけるインフレ見通しの内容と共に注目されよう。



12月のＣＩ（速報値・平成17 年=100）は、先行指数：101.4、一致指数：103.1、遅行指数：89.1となった。（注）
　先行指数は、前月と比較して0.8ポイント上昇し、２ヶ月連続の上昇となった。３ヶ月後方移動平均は0.87ポイント上昇し、２ヶ月連続の上昇、７ヶ月後方移動平均は0.27ポイント上昇し、３ヶ月振りの上昇となった。

　一致指数は、前月と比較して0.7ポイント上昇し、２ヶ月連続の上昇となった。３ヶ月後方移動平均は0.34ポイント上昇し、４ヶ月振りの上昇、７ヶ月後方移動平均は0.16ポイント上昇し、２ヶ月連続の上昇となった。

　遅行指数は、前月と比較して1.3ポイント上昇し、２ヶ月振りの上昇となった。３ヶ月後方移動平均は0.34ポイント上昇し、８ヶ月連続の上昇、７ヶ月後方移動平均は0.63ポイント上昇し、12ヶ月連続の上昇となった。
一致指数の基調判断
　景気動向指数（ＣＩ一致指数）は、足踏みを示している。
一致指数の前月差に対する個別系列の寄与度は以下の通り。

	寄与度がプラスの系列
	寄与度
	寄与度がマイナスの系列
	寄与度

	C2：鉱工業生産財出荷指数

C1：生産指数(鉱工業)

C5：所定外労働時間指数(製造業)

C10：中小企業売上高(製造業)

C11：有効求人倍率(除学卒)

C3：大口電力使用量
	0.40

0.36

0.24

0.13

0.07

0.06
	C7：商業販売額(小売業)(前年同月比)

C6：投資財出荷指数(除輸送機械)

C8：商業販売額(卸売業)(前年同月比)
	-0.31

-0.15

-0.05

	C9：営業利益(全産業)
	0.02
	C4：稼働率指数（製造業）
	-0.00


「C4 稼働率指数」と「C9 営業利益」は現時点では未公表であるため、トレンド成分を通じた寄与のみとなる。

なお、各個別系列のウェイトは均等である。




先行指数の推移



先行指数採用系列の寄与度






一致指数の推移



一致指数採用系列の寄与度




企業経営情報レポート

強い組織を作り上げる！
管理者の「役割遂行力」強化法


　　　　　　　今、管理者に求められる役割遂行とは何か

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　業績目標達成責任を果たすために実践すべきこと

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　業務管理責任を果たすためのポイント

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　　人材育成責任を遂行するためにやるべきこと

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・





　以前のような経済成長が見込めず、他社との差別化を明確に打ち出さなければ、市場での競争で生き残ることができない時代になっています。

　その差別化を生み出す源泉は人材力です。そして、経営陣が打ち出す基本方針や戦略を消化して、具体的な戦術に展開して、組織内に浸透させるのが管理者の役割です。

　このような理由で、管理者の役割遂行の重要度が非常に高まっています。

　管理者の職務とは「管理者という職位に与えられた権限をもとに、組織あるいはチームを通して、企業目標を達成するための活動を行うこと。」と定義されます。

　管理者に求められる経営管理という役割を具体化すると、次のようになります。
■管理者の三大責務

	（１）部門業績目標達成の責任
①上席者は常に数値目標の達成を意識すること
②業務品質向上と業績は同時に向上させなくては意味がない
③品質を理由に数値目標から逃げようとしてはいけない

（２）業務管理の責任
①ヒトの組み合わせによる効率化を図る
②納期管理のため進捗チェックと適切な軌道修正指示を出す
③品質管理のためのチェック体制を整備する

（３）部下の育成
①基本はしつけから始まる
②あいさつ、４Ｓ、報・連・相は上席者が率先垂範する
③仕事力＝やる気×能力
④部下のやる気を高めるにはコミュニケーション力が大切
⑤部下の能力を高めるためには、自分自身の能力向上が必要


　管理者は、部下と会社という相反しがちな２つの立場に目を配りながら、職務を遂行していかなくてはなりません。



　管理者の三大責務のうち、最も重要な役割が「業績目標達成責任」です。

　企業は適正な利益を挙げ続けなければ、存続していくことができません。

　そのために、経営者、経営幹部は戦略を立案し、中期ビジョン（中期経営計画）を掲げます。

　管理者は、その戦略に基づき、年度の部門売上、部門利益の目標を設定します。ここまでは、どの企業でも、どの管理者も行っているはずですが、そこから先のサイクルをうまく回せている管理者は少ないといえます。

　また、毎年目標は設定しているものの、未達成が当たり前になっている企業も多く見られます。

　最初に、部門目標を個人目標へと落とし込んでいくことが必要です。個人目標の総和が部門目標の達成になるよう、目標の連鎖を作り上げることが大切です。







　個人目標への展開にあたっては、全社方針、部門方針を明確にして、組織のメンバーに、「なぜ」「何を」という部分をきちんと理解させておくことが大切です。

　この共通認識がなければ、個人目標は単なるノルマになってしまい、自ら目標達成に向かう動機付けができなくなります。
　また、テーマごとに成果指標と目標を数値化しておくことも重要です。

　業績の進捗状況に関するＰＤＣＡサイクルを回していくためにも、あいまいな達成基準ではなく、すべてのテーマを数値化しておくことが必要なのです。

　管理者の二つめの役割は、業務管理責任です。

　業務管理責任とは、自社の製品、商品、サービスのレベルを管理して、顧客満足の維持、向上を図ることです。


　問題とは何でしょうか。ロバート・Ａ・サイモンは、『意思決定の科学』（1979年）の中で、『問題解決は目標の設定、現状と目標（あるべき姿）との差異の発見、それら特定の差異を減少させるのに適当な、記憶の中にある、もしくは検索による、ある道具または過程の適用という形で進行する』としています。

　言い換えれば、『目標（あるべき姿）と現状とのギャップ』が「問題」ということになります。
　問題は、問題を考える時点から見て、「発生型問題」「探索型問題」「設定型問題」の三つの類型に分けることができます。

　また、それぞれの問題に対応すべき階層については、「発生型問題」を一般職（主任・係長含む）が、探索型問題を管理職が、設定型問題は経営者や経営幹部が、ということになります。


　経営者、経営幹部から「なぜ、こんなことになるまで気づかなかったんだ！」と言われたことはありませんでしょうか。業務上のクレームやトラブルは、早く「気づく」ことができれば、半分解決したようなものです。　では、このような問題に気づく力がある管理者と弱い管理者の違いは、どこにあるのでしょうか。その違いは、四点に集約されます。
	①「問題」の前提となる「あるべき姿」が的確に描けている
②「現状」の認識力・分析力が高く、現状の正確な把握ができる
③「ギャップ」が発生する構造を解明することができる
④本質的な部分に焦点を当て、対処すべき事柄に順序づけができる



経営データベース 


ナレッジマネジメントとは
ナレッジマネジメントとはどのようなものですか

　ナレッジマネジメントの明確な定義はありませんが、「組織の創造性を支えるナレッジを質、量ともに向上、拡大させる施策を通じて、組織の実行可能性と価値提供能力を高めることを目的とした仕組みを形成し、継続的にその仕組みを発展させていくこと」であるといえるでしょう。

　具体的には、ナレッジの担い手（提供者であり活用者）である組織内の従業員が情報インフラによってナレッジを共有することで顧客への提供価値（質とスピード）を向上させ、かつ、それらの価値がナレッジとして加速度的に蓄積されていく取組であるということです。

　９０年初頭のバブル崩壊に伴い企業を取り巻く環境は大きく変わりました。これに伴い、企業経営そのものも、大きなパラダイムシフトを求められています。すなわち従来の成功法則が成り立たず、企業の価値観も含めて生き残りのための大胆な自己変革が必要とされているのです。自己変革のためには新たな企業ルールの創造とその認知・実行が必要となります。それも質とスピードを伴う変革です。

　そこでナレッジマネジメントが注目され始めました。

■ナレッジマネジメントの必要性

　ナレッジ・マネジメントにおける「ナレッジ」とは次の４つをさします。

経営データベース 


暗黙知と形式知
ナレッジマネジメントの「暗黙知と形式知」について教えてください。

　ナレッジマネジメントにおいては、ナレッジを暗黙知と形式知とに区分します。

そして、下記が、各々の特徴となります。
（１）暗黙知

　社員が経験を通じて学習した結果獲得した知識で表出化（ビジュアル化）されていないもの
■暗黙知の特徴

（２）形式知

　暗黙知の表出化されたもの。他人にとって利用可能な形を備えたもの。組織が共有する財産
■形式知の特徴

　暗黙知は、形式知に比して操作がしにくいとはいえ、形式知を含めた知識の源泉であり、暗黙知をいかに豊かなものとしていくかが、ナレッジマネジメント成功のカギを握るものといえます。
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■円ドルレートの推移（直近1年間）
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■ユーロ圏インフレ率








（資料）Ｅurostat





■ＢＯＥ政策金利と10年国債利回り
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■ＢＯＥ政策金利と10年国債利回り
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１　　　概　要
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２　　　速 報 資 料





ＣＩ先行指数の動向　
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（注）逆サイクルとは、指数の上昇、下降が景気の動きと反対になることをいう。「L1 最終需要財在庫率指数」及び「L2 鉱工業生産財在庫率指数」は逆サイクルとなっており、したがって、指数の前月差がプラスになれば、ＣＩ先行指数に対する寄与度のマイナス要因となり、逆に前月差がマイナスになれば、プラス要因になる





ＣＩ一致指数の動向　
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（注）ＣＩはトレンド（長期的趨勢）と、トレンド周りの変化を合成し作成されるが、トレンドの計算に当たっては、現時点で未発表の系列（前月比伸び率（％）又は前月差が未記入である系列）についても、過去のデータから算出（60ヶ月から欠落月数を引いた後方移動刈り込み平均）した長期的傾向（トレンド成分）を使用している。そのため、現時点で未発表の系列にもトレンドによる寄与度を表示している。





ジャンル： 経営
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今、管理者に求められる役割遂行とは何か
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管理者に求められる三大責務　

















経営者側の立場で活動する





組織・チームとして成果を出す





企業全体の成果創出を目指す行動


部門最適ではなく


企業の全体最適を考える





部下の活動への関与


自分のことだけでなく


部下のことも考える





業績目標達成責任を果たすために実践すべきこと
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部門目標を組織のメンバーに適切に割り振る　

















中期経営計画





年度経営計画





スタッフ部門目標








生産部門目標





営業部門目標








個人目標





個人目標





個人目標





個人目標





個人目標





個人目標





業務管理責任を果たすためのポイント
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三つの視点で業務を見る　

















過去





現在





未来





発生型


（すでに起きている）





設定型


（この先どうするか）





探索型


（今より良くしたい）





経営者


経営幹部





管理職





一般職





問題の


類型





対象とする


階層





問題に気づく管理者になる　
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uestion





nswer





①顧客志向の価値・ナレッジの創出


②より迅速で、創造的な商品・サービスの提供


③組織的なナレッジの蓄積と活用





①データ：「データ」とはある瞬間の事象の状態を表すもので、それ自体に意味はありません。いわば「素材」です。小売業ではＰＯＳデータがこれに当たります。


②情報：「情報」はデータを、目的を持って整理・加工され、何らかのメッセージを持つものです。先ほどの小売業の例では時系列の売上推移、品目別売上高などがこれに当たります。


③知識：作成された情報を分析し、結果を踏まえて洞察を加えたものです。販売実績報告書などの資料がこの例です。


④知恵：知恵とは、知識をもとに活用者個人が応用力、適応力を用い坑道を通じて創造する価値です。したがって活用者の能力に多分に左右されるものであり、また、個別のケースのみにしか該当しないものです。
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uestion





nswer





●言語化しえない、言語化しがたい知識


●経験や五感から得られる直接的知識


●現時点の知識


●身体的な勘所、コツと結びついた技能


●主観的、個人的


●情緒的、情念的


●アナログ知、現場の知


●特定の人間・場所・対象に特定・限定されることが多い


●身体経験を伴なう共同作業により共有、発展増殖が可能





●言語化された明示的な知識


●暗黙知から分節される体系的知識


●過去の知識


●明示的な方法・手順、事物についての情報を理解するための辞書的構造


●客観的・社会（組織）的


●理性的・論理的


●デジタル知


●情報システムによる補完などにより場所の移動・移転、再利用が可能


●言語的媒介を通じて共有、編集が可能
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